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	糸賀一雄の思想と�マーサ・Ⅽ・ヌスバウムの可能力�アプローチの比較
	はじめに
	はじめに
	はじめに
	１．可能力アプローチ
	これら（可能力）をあらゆる市民に何らかの適切な閾値レヴェルで保障しない社会は、富裕さの水準にかかわらず、十全に正義にかなった社会だとは言えないのである�… a society that does not guarantees these [capabilities] to all its citizens, at some appropriate threshold level, falls short of being a fully just society, whatever its level of opulence.�
	この考え方の質的な転換ということは、とりもなおさず、すべての、文字どおりすべての人間の生命が、それ自体のために、その発達を保障されるべきだという根本理念を現実のものとする出発点に立ったことなのである��
	１．可能力アプローチ
	２．現状への不満
	２．現状への不満
	精神薄弱児の特殊教育は、どこの国の例をみても、おくれて発達してきた。それは既にみたような意味で国家有為の人材となるという希望は完全に絶たれているからである。�この子たちの教育を義務教育にするためには、根本的に、富国強兵的な思考からの脱皮が必要であったのである。�
	人間は、生産的であることによって、他者からの尊重を勝ち取らなくてもよい。人間は、人間のニーズそれ自体の尊厳のなかに、支援に対する権利要求を有している。社会は幅広い愛着と気遣いによって結びついており、生産性に関係しているのはそのなかのほんの一部にすぎない。生産性は必要であり、またよいものでもあるけれども、社会生活の主要目的ではない。�We do not have to win the respect of others by being productive. We have a claim to support in the dignity of our human need itself. Society if held together by a wide range of attachments and concerns, only some of which concern productivity. Productivity is necessary, and even good; but it is not the main end of social life.�
	２．現状への不満
	３．可能力に重点を置くこと
	３．可能力に重点を置くこと
	人と生まれて人間となっていくというのは当り前のことを言うんじゃないか。本来仏性であるから人間が成仏するんだというのと同じじゃないかと、そんなふうに思われます。��
	人と生まれて人間となる。その人間というのは、人と人との間と書くんです。単なる人、個体ではありません。それは社会的存在であるということを意味している。関係的存在であるということを意味している。人間関係こそが人間の存在の根拠なんだということ、間柄を持っているということに人間の存在の理由があるんだということ、こういうことなんです。ですから、人間となるということは社会的な存在であることを証明してゆくことになるということなんですね。生きるということは、社会的な存在として生きるということでなければならないんです。��
	３．可能力に重点を置くこと
	びわこ学園で、死と直面した限界状況のなかで、長いあいだかかってもこの発達の段階を、力いっぱい充実させながら克服してゆく姿があるということは、私たちに限りない力と希望をあたえてくれるものであった。この姿を実現させるためにこそ、国家、社会の力が動員されてよいのである。��
	３．可能力に重点を置くこと
	４．人間であることを拡大解釈する
	４．人間であることを拡大解釈する
	知能が低いというだけで普通の人間なのである。精神薄弱児の教育はこの普通の人間としての彼等の安定した社会的な人格性の発達をめざすのである。��
	優れた分析には、「正常」な人間が経験するさまざまな種類の器質的損傷、ニーズ、そして依存性を承認することが、そしてまた「正常」な生活と、生涯にわたる知的な障碍のある人びとの生活とのあいだにある、紛れもない連続性、これを承認することが要求される。�A good analysis requires recognizing the many varieties of impairment, need, and dependency that “normal” human beings experience, and thus the real continuity between “normal” lives and those of people with lifelong mental disabilities.�
	しかし変革は突然にやってくるのではない。社会のあらゆる分野で、人びとの生活のなかで、その考えや思想が吟味されねばならない。基本的な人権の尊重ということがいわれる。しかしその根本には、ひとりひとりの個人の尊重ということがある。おたがいの生命と自由を大切にすることである。それは人権として法律的な保護をする以前のものである。共感と連帯の生活感情に裏づけられていなければならないものである。��
	４．人間であることを拡大解釈する
	５．ケアに対する感謝
	５．ケアに対する感謝
	６．社会における愛の役割
	６．社会における愛の役割
	その答えは、私たちに正義へのコミットメントと他者への愛とがあるから、つまり私たちの人生は他者の人生と結びついておりまた私たちには他者と諸目的を分かち合っているという感覚があるからというものでしか、ありえない。�It can only be out of our attachment to justice and our love of others, our sense that our lives are intertwined with theirs and that we share ends with them.�
	この子らをほんとうに理解してくれる社会、差別的な考え方や見方のない社会、人間と人間が理解と愛情でむすばれるような社会をつくりたいと願う。��
	ひとつの教室のなかや施設のなかで、道徳的人格形成を求めて、ささやかな教育的実践をやったとしても、それは天下の形勢のなかでなにほどのことでもないかもしれない。あきらめてしまいたくなるほどのことである。しかし、私たちは、天下を照らすような大げさなスタンドプレイは到底できないものであっても、与えられた一隅をまじめに照らすことはできる。その一隅はどんなに小さな片隅であっても、そこを自らの全生命を傾けて照らしつづけることを理想とすることは可能である。その実践が深く世界に通じ、歴史につながった生き方になると信じたい。��
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